
2008 年 1 月 24 日 

 

＜参考資料＞ 

 

 

米国デュポン社、2007 年通期および第 4 四半期の業績を発表 

広範な事業展開と農業関連事業が収益増に貢献 
 

 

 

 米国デュポン社（本社：デラウエア州ウィルミントン、会長兼最高経営責任者：チャールズ・O・

ホリデー・ジュニア）は、1 月 22 日（米国時間）、2007 年通期および第 4 四半期（10 月～12 月）

の業績を発表しました。 

 

要約 

● 2007 年第 4 四半期の 1 株あたり利益は前年同期の 94 セントに対し、60 セントであった。

特別項目を除いた 1 株当たり利益は、前年同期の 45 セントに対し、27％増の 57 セントで

あった。 

 

● 事業部門全体の売上は、販売量の3％増、現地価格の3％増、為替差益の4％、およびポ

ートフォリオその他の変化に関わる純利益 1％増を反映し、前年同期比 11％増の 70 億ド

ルとなった。 

 

● ブラジル、中国、インドをはじめとする新興市場における売上は 20％の伸びを示した。米

国内での売上は、住宅着工件数や自動車生産台数の低下にもかかわらず 5％増となっ

た。 

 

● 現地価格の上昇は、原材料コストの上昇を埋め合わせる以上のものとなった。 

 

● 固定費の売上高に占める割合は、前年同四半期に比べ 2.1％向上した。 

 

● 特別項目を除いた 2007 年第 4 四半期の税引前営業利益は、前年同期比 30％増の 9 億

3,700 万ドルとなった。事業部門全体の特別項目を除いた税引前営業利益率は、2.1％向

上した。 

 

● 2007 年度通期の 1 株あたり利益は、前年度の 3 ドル 38 セントに対し、3 ドル 22 セントとな

った。特別項目を除いた 2007 年度の 1 株あたり利益は、前年度の 2 ドル 88 セントに対し、

14％増の 3 ドル 28 セントとなった。 

 

 「デュポンの 2007 年第 4 四半期における堅調な利益の伸びは、全世界にわたる事業展開と

製品およびサービスの幅広さを反映したものだ」「米国内のいくつかの市場の低迷や原材料コ

ストの上昇にもかかわらず、当社は 1 株あたり利益 14％増を達成した」とチャールズ・O・ホリデ

ー・ジュニア会長兼最高経営責任者は語っています。 

 

グローバル・デュポンの連結売上高の概要 

 

2007 年第 4 四半期の連結売上高は、前年同期比 11％増の 70 億ドルとなった。米国を除く



地域での売上は、特にブラジル、中国、インドなど新興市場で 20％の伸びを示したことから、

14％増となった。第 4 四半期における地域別売上高については以下のとおり。 

 

＜地域別合計売上高＞  

地域別合計売上高 要因別増減率（％）  

 2007年第4四半

期 (10億ドル) 

対前年同期比

増減率 (％) 

現地価格 

 

為替の影響 販売量 ポートフォリオ

/その他 

米国 2.3 5 3 - 1 1 

ヨーロッパ 2.2 13 3 10 (1) 1 

アジア太平洋 1.4 17 3 4 10 - 

カナダ、中南米 1.1 15 4 5 5 1 

連結売上高 7.0 11 3 4 3 1 

 

 

純利益および 1 株当たり利益 

 

2007 年第 4四半期の純利益は5 億 4,500 万ドルで、1 株当たり利益は60 セントであったが、

これには 2,300 万ドル、1 株当たり 3 セントの特別項目が含まれている。前年同期の純利益は

8 億 7,100 万ドル、1 株あたり利益は 94 セントであったが、これには 4 億 4,900 万ドル、1 株当

たり 49 セントの特別項目が含まれている。 

 

2007 年第 4 四半期の 1 株当たり利益について、主な要因別に前年同期と比べた変化は以下のと

おり。 

 

＜1 株当たり利益の変化（対 2006 年第 4 四半期）＞ 

2006 年第 4 四半期の 1 株当たり利益 $0. 94 

特別項目 （$0.49） 

   

2006 年第 4 四半期の特別項目を除いた 1 株当たり利益 $0.45 

 現地価格 $0.25 

 変動費* （$0.19） 

 販売量 $0.04 

 固定費* （$0.02） 

 為替 $0.08 

 医薬品事業 $0.01 

 法人税 （$0.10） 

その他 $0.05 

  

2007 年第 4 四半期の特別項目を除いた 1 株当たり利益 $0.57 

 特別項目 ($0.03) 

  

2007 年第 4 四半期の 1 株当たり利益 $0.60 

* 販売量および為替の影響を除く。 

 

上述の業績は、主に当社の税率の確定、および営業実績の向上により、1 月 9 日に当社が作成

した見通しを上回る数字となっている。 



 

 

事業部門の実績 

 

2007 年第 4 四半期の事業部門別の売上高および要因別増減率は以下のとおり。 

 

事業部門別売上高* 要因別増減率（％）  

2007年 

第4四半期 

（10億ドル） 

対前年同期比

増減率 (％) 

米ドル建て 

価格 

販売量 

 

ポートフォリオ

/その他 

農業・食品関連事業 1.3 23 11 11 1 

塗料・色材技術事業 1.7 8 6 1 1 

電子･情報技術事業 1.0 13 5 7 1 

高機能材料事業 1.7 12 12 -2 2 

安全・防護事業 1.4 4 4 1 -1 

 

* 事業部門別売上高には、部門間の取引が含まれる。 

 

 

 2007 年第 4 四半期の事業部門全体の税引前営業利益は、8 億 400 万ドルであった（前

年同期は 5 億 7,600 万ドル）。特別項目を除いた事業部全体の税引前営業利益は、前年

同期比 30％増の 9 億 3,700 万ドルであった（前年同期は 7 億 2,100 万ドル）。 
 

特別項目を除いた当期の事業部門別の税引前営業利益および対前年同期比増減率は以下の

とおり。 

 
 

第 4 四半期 税引前営業利益/（損失） 

（100 万ドル） 
 

2007 年 2006 年 対 前 年 同 期 比

増減率(％) 

農業・食品関連事業  (89)  (148) 40 

塗料・色材技術事業  216  205 5 

電子･情報技術事業  156  112 39 

高機能材料事業  186  121 54 

医薬品事業  246  240 3 

安全・防護事業  277  245 13 

その他   (55)   (54) 2 

事業部門合計  937  721 30 

 
 

以下は、事業部門ごとの 2007 年第 4 四半期の業績に関する概要です。 

 

農業・食品関連事業 

 

 2007 年第 4 四半期の売上は、全地域で大きく売上を伸ばし、2 億 3,700 万ドル増の 13

億ドルとなった。ブラジルでは、高収量をもたらすパイオニア®ブランドの種子製品に対す



る旺盛な需要、販売経路での優位、および市場シェアの拡大がこれを後押し、過去最高

の増収増益を記録した。 

 

 税引前営業利益の季節要因による損失は、前年同期に比べ 5,900 万ドル向上し、8,900

万ドルに留まった。計画的な成長投資で勢いが緩和されつつも、堅調な売上、利ざやお

よびコスト生産性の改善が増収を促進した。2007 年度の税引前営業利益には、一部の農

作物用化学薬品の売却益 1,500 万ドルが含まれる。 

 

塗料・色材技術事業 

 

 売上は 17 億ドルに増加した。主に米ドル建て販売価格を要因として米国以外の広範な

地域で伸びを示し、引き続き北米地域の自動車および住宅市場の低迷を埋め合わせる

ものとなった。 

 

 税引前営業利益は前年同期比 5％増の 2 億 1,600 万ドルであった（前年同期は 2 億 500

万ドル）。塗料事業では固定費の削減と売上増を反映し、大幅な収益増となった。この増

分は、前年の資産売却による利益の不在、および酸化チタンの若干の収益減をいくぶん

埋め合わせるものとなった。 

 

電子・情報技術事業 

 

 売上は、特に中南米とアジア地域での販売量の伸びと、米ドル建て販売価格の上昇を反

映し、10 億ドルとなった。北米地域では価格の向上により、前年同期に比べ収益増となっ

た。 

 

 当期の税引前営業利益は 1 億 5,600 万ドルで、これには資産の売却益 2,800 万ドルが含

まれる。この売却益を除いた税引前営業利益は、イメージングおよびフロロプロダクト関連

製品の販売量の増加および固定費生産性の向上を反映し、14％増となった。 

 

高機能材料事業 

 

 売上は、主に米ドル建て価格の上昇により 17 億ドルとなった。中南米、アジアおよびヨー

ロッパにおける販売量の伸びは、北米市場での需要の低迷を埋め合わせるに十分なもの

とならなかった。 

 

 税引前営業利益は、製品全般にわたる売上の好調、為替差益および固定費生産性を反

映し、1 億 8,600 万ドルとなった。2007 年度の税引前営業利益には、生産資産の評価減

に伴い発生した 1,600 万ドルが含まれる。 

 

安全・防護事業 

 

 売上は、米ドル建て価格の上昇、および表面材やデュポンＴＭケブラー®、デュポンＴＭ    

ノーメックス®といった製品ラインの伸びを反映し、14 億ドルとなった。 

 

 税引前営業利益は、本事業部門が多様な製品をさまざまな市場に提供していることを反

映し、2 億 7,700 万ドルとなり、米国内の住宅市場の低迷を埋め合わせるものとなった。 

 



 

各 事 業 部 門 の 業 績 に 関 す る そ の 他 の 情 報 に つ い て は 、 米 国 本 社 ウ ェ ブ サ イ ト

www.dupont.com DuPont Investor Centerのページをご覧ください。 

 
 

 

展望 

 

 デュポンは、2008 年の 1 株あたり利益の予想に関し、1 月 9 日に発表した 3 ドル 35 セントの

予想額を再度確認し、3 ドル 55 セントに上方修正しました。2008 年第 1 四半期の 1 株あたり

利益については、1 ドル 12 セントから 1 ドル 17 セントになるものと予想しています。当社の 2007

年第 1 四半期の実績は、特別項目の 6 セントを除き、1 ドル 7 セントでした。 

 

 ホリデー会長は、株主に宛てたメッセージの中で、デュポンが近年、収益性、資本利益率お

よび生産性の向上を遂げていることを強調しています。また、農業関連事業や安全防護事業、

新興市場、およびコスト生産性で発展を遂げることにより、2008 年以降、収益性をさらに拡大さ

せる計画について概要を述べています。 

 

「当社は 2008 年も収益を伸ばすことができると確信している。さらに、この 3 年間で遂げてき

た進歩を継続し、今後ますます大きな成長を遂げていくものと見込んでいる。」とホリデー会長

は語っています。 

 
 デュポン社は、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立

は 1802 年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界 70 カ国余りに拠

点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお

届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした

持続可能なソリューションを創出しています。 

 

 

＃  ＃  ＃ 
以 上 

 
 

この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。 
デュポン株式会社 広報部：岩松 

電話(03)5521-8484 
 

米国デュポン社： www.dupont.com
デュポン株式会社： www.dupont.co.jp
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